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「2030年代をみすえた
 機能統合型コミュニティ形成技術」

2030年代の日本人口（単位：千人）2030年代の日本人口（単位：千人）
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目指すべき社会像
生活に密着した１万人コミュニティへの機能統合

年代の ミ テ からの機能分化モデル 年代の ミ テ の統合モデル1970年代のコミュニティからの機能分化モデル 2030年代のコミュニティへの統合モデル
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●生活圏が縮小

生活機能

機能統合型コミュニティ
生活・生産・安全・医療・福祉

機能を統合
地縁

コミュニティ

公共産業

生産機能 安全・医療・福祉機能

産業

人口減少
超高齢化

公共

機ィ

公共産業

資
2

●地域資源のネットワーク・シェア
●多世代間・地域内外の双方向性
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エンパワメント型のコミュニティ形成エンパワメント型のコミュニティ形成
• コミュニティの段階に応じて、次の段階移行に必要な

エンパワメントを提供するための方法論の確立
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要援護者 住民 専門機関 支援関係 相互支援

課題の可視化
リオの策定

マッチングする
情報発信の仕組

運営組織化

事業所

目
以
降

我々が開発する社会技術我々が開発する社会技術

① 超高齢社会に向けて対応すべき
課題、地域資源の発見スキーム課題、地域資源の発見スキ ム

② 地域住民等の意識変容を促すエイジ
ング イマジネ シ ンゲ ムの開発

本年度

ング・イマジネーションゲームの開発

③ エイジング企業フォーラム（仮称）の設立③ エイジング企業フォ ラム（仮称）の設立

④ 地域資源とニーズをマッチングする
方向型 情報発信 仕組

次年度

双方向型の情報発信の仕組み

⑤ クラブ型コミュニティの形成

以降

⑤ クラブ型コミュニティの形成
4
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「2030年代をみすえた機能統合型コミュニティ形成技術」

地域課題・資源の発見スキーム地域課題・資源の発見スキーム
• 2030年代の機能統合型コミュニティ形成に向け、どの「テーマ」「ステーク代 機

ホルダー」へ介入していくべきか、優先順位をつけるためのスキーム

専門家ワークショップによる多様なステークホルダー

地域資源

専門家ワ クショップによる
課題解決シナリオの抽出 優先課題の評価・特定

●地域資源の組合せで解決できるか ●多世代交流

多様なステ クホルダ
への調査・分析

地域資源

地域ニーズ

●地域資源の組合せで解決できるか
→「地域資源マッチングシナリオ」

●新たな資源・技術を導入できるか
→「外部資源・技術導入シナリオ」

●集客力
●実行可能性
●将来的な補完性
●インセンティブ

●幼児・児童
●学生
●単身勤労者 地域の将来予測●単身勤労者
●若いファミリー層
●中高年ファミリー層
●前期高齢者
●後期高齢者

地域の将来予測

●住民によるシナリオの評価
●プランの実行に向けた●年齢構成の変化
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●後期高齢者
●その他の住民
●事業者

コーディネート●住民属性の変化
●生活環境の変化
●マーケット規模の変化

エイジング企業フォーラム（仮称）と
地域住民とのマッチング・イメージ

• 地域と企業とのサービスを通じた双方向対話を促進

コーディネート・グループ

●様々な方法による全世代への情報発信
● ズ 活動 ミ テ 状況

●エイジング対応ビジネスの勉強会
●地域 ズ情報 提供 ●ニーズ、活動、コミュニティ状況の

モニタリング
●地域のニーズ情報の提供
●ニーズに基づく新ビジネス構築WS

複数の研究対象地域エイジング企業フォーラム テスト実施

評価

6

関心を持つ複数の企業が参画

●事業者と住民、双方の課題を見える化
●地域資源と事業者との接続可能性を追求
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小川 全夫平成24年度採択
プロジェクト紹介

研究フィールド（初年度２地域 ）研究フィールド（初年度２地域～）

１ 美和台小学校区（福岡市東区）１．美和台小学校区（福岡市東区）

• 人口：15,839人 高齢化率：22.3％
• 東区の端に位置する40年前開発の戸建団地東区の端に位置する40年前開発の戸建団地

• 標高差が大きく坂が多い地形

• 活発な自治会活動、多様なモデル事業

• 高齢者が中心で世代間意識差も

２．金山小学校区（福岡市城南区）

• 人口：8,130人 高齢化率：25.9％
城南区中央に位置 戦後開発 住宅団地• 城南区中央に位置、戦後開発の住宅団地

• 賃貸・分譲マンションと戸建混在

• 独居高齢者の孤独死が問題化• 独居高齢者の孤独死が問題化

• 若い単身・ファミリーの移動が多い

エイジング・イマジ

機能統合型コミュニティの展開構想（研究フィールドのニーズ・資源をもとに）
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